
会
長
退
任
に
寄
せ
て�

豊
口 

祐
一
（
昭
和
34
卒
）

母
校
校
長
に
伊
藤
成
年
氏

ト
ッ
プ
交
代
３
年
ぶ
り

国
文
祭
記
念
全
国
支
部

交
流
会
開
催
へ

　

平
成
26
年
度
の
県
教
委
定
期
人
事
異
動
で
母
校
の
校
長
が
交
代
し

た
。
3
年
間
に
わ
た
っ
て
母
校
運
営
の
か
じ
取
り
を
担
っ
た
高
橋
貢
校

長
（
昭
和
47
卒
）
が
定
年
に
よ
り
退
任
、
後
任
に
は
秋
田
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
伊
藤
成
年
氏
（
昭
和
49
卒
）
が
就
任
し
た
。
ま

た
、
同
時
に
事
務
長
も
松
田
治
氏
か
ら
畠
山
傳
儀
氏
に
代
わ
っ
た
。
母

校
関
係
の
教
職
員
の
異
動
は
次
の
と
お
り
。

　

東
京
秋
田
県
人
会
は
10
月
4
日
の
国
民
文
化
祭
開
会
式
に
あ
わ
せ
、

秋
田
新
幹
線
こ
ま
ち
の
臨
時
列
車
１
編
成
を
貸
し
切
り
秋
田
に
集
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
秋
田
高
校
東
京
同
窓
会
の
会
員
も
30
人
程
度
が
参
加
予

定
で
す
。

　

東
京
同
窓
会
か
ら
は
こ
の
機
会
に
秋
田
県
内
外
の
各
支
部
と
交
流
を

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
運
営
委
員
会
で
検
討
し
た
結

果
、
10
月
5
日
（
日
）
の
夕
刻
か
ら
国
文
祭
記
念
全
国
支
部
交
流
会
を

開
催
す
る
方
向
で
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
承
認
を
得
た
後
に
詳
細
を
詰
め
、
7
月
中
に
各
支
部
に
案
内

を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

退
職
校 長 高橋　　貢
主幹兼事務長 松田　　治

転
　
出
　

十和田高　教頭 片岡　俊仁（教頭）

秋田西高事務長 後藤　　進（事務長補佐）

角館高（定）　教頭 小松　弘樹（教諭）

男鹿工業高 吉原　東吾（教諭）

男鹿工業高 近藤　周平（教諭）

秋田中央高 森元　弘毅（教諭）

秋 田 北 高 萩庭千加子（養護教諭）　

新 屋 高 三浦　竹寛（技能主任）

湯 沢 高 山﨑　　洵（臨時講師）

転
　
入

校 長 伊藤　成年（県総合教育センター所長）

主幹兼事務長 畠山　傳儀（県教育庁義務教育課主幹）

教 頭 猪股　清子（秋田北高）

教 諭 物部　長幸（秋田南高）

教 諭 佐藤　栄幸（金足農業高）

養 護 教 諭 浮田　元子（秋田商業高）

事務長補佐 吉岡　智弘（県医務薬事課副主幹）

技 能 主 任 長澤　健三（男鹿工業高）

臨 時 講 師 渡部　　拓（能代高）

　

私
は
平
成
20
年
7
月
に
辻
兵
吉
前
会
長
が
ご
逝
去
さ

れ
た
後
を
受
け
て
、
同
年
8
月
17
日
開
催
さ
れ
た
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
、
第
9
代
会
長
に
選
任
さ
れ
、
会
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
会
長
就
任
に
あ
た
り
、
同
窓
会
活
動
の
活
性
化

を
目
標
に
掲
げ
、
1
期
目
は
主
と
し
て
、
同
窓
会
組
織

を
整
備
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
常
置
委
員
会
の
活
動
を
よ
く
知
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
各
委
員
会
に
は
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
出
席
し
、
そ
の
活
動
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
の
会
則
、
諸
規
程
の
見
直
し

や
新
し
い
規
程
（
顧
問
・
参
与
に
関
す
る
規
程
、
財
務

規
程
）
の
制
定
を
行
い
、
そ
れ
ま
で
ア
バ
ウ
ト
だ
っ
た

会
の
運
営
を
変
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

か
ら
の
情
報
化
時
代
を
見
据
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
若
く

熱
心
な
方
々
に
常
置
委
員
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
し

て
、
よ
り
活
発
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

た
。
そ
の
効
果
は
少
し
ず
つ
表
れ
て
き
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
平
成
23
年
6
月
25
日
の
総
会
で
会
長
に
再
任
さ

れ
、
2
期
目
の
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
期
間
の
思
い
出
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
母
校
秋
田
高
校
が
平
成
25
年

9
月
1
日
に
創
立
1
4
0
周
年
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。

当
日
は
多
数
の
同
窓
会
員
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
午
前
中
に
秋
田
県
民
会
館
で
在
校
生
主
体
の
も
と

に
厳
か
に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
午
後
は
同
窓
会
の

主
催
す
る
記
念
祝
賀
会
が
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
成

功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

1
4
0
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
同
窓
会
で
は
母

校
の
教
育
振
興
に
寄
与
す
べ
く
教
育
振
興
基
金
を
創
立

す
る
こ
と
に
し
、
会
員
の
皆
様
に
募
金
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
募
金
目
標
を
3
千
万
円
と
定
め
ま
し
た
。
当
初

は
集
ま
り
が
芳
し
く
な
く
、
目
標
額
に
達
す
る
か
ど
う

か
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
秋
高
同
窓

会
の
底
力
を
見
せ
つ
け
、
目
標
額
の
3
千
万
円
を
遥
か

に
超
え
る
募
金
を
頂
戴
し
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
母
校
創
立
1
4
0
周
年
を
迎
え
た
こ
と

の
ほ
か
に
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て
は
、
平
成
23

年
9
月
28
日
に
昭
和
21
年
3
月
に
学
窓
を
巣
立
っ
た

方
々
に
対
し
て
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
す
。
在
校
生
の
見

守
る
中
、
65
年
後
の
卒
業
式
を
学
校
に
行
っ
て
い
た
だ

き
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
正
式
な

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
実
に
感
動
的
で
し
た
。
卒
業
式
の

後
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
「
昭
和
21
・
22
年
秋

中
卒
業
の
同
期
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ

た
先
輩
の
皆
様
が
お
元
気
な
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
は
図
ら
ず
も
6
年
間
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
会
長
在
任
中
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
多
大

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
母

校
の
教
職
員
の
方
々
に
一
方
な
ら
ず
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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秋田高校同窓会だより VOL.953




